
 

保育士が応答的に関わることで、園生活に慣れて安心して過ごせるように

なってきた子ども達。周りの様子に目が行くようになり、興味を持った玩具

を掴んだり、振ったりして、様々な感覚を使って楽しむ姿が見られるように

なってきました。 

“これは何だ？”“音がするぞ…”という興味や好奇心が芽生えると、自

分から目線の先にある玩具を目指して、ずり這いやはいはいなどで移動して

触りに行こうとし、腕、足、体幹を使って体を動かす楽しさにもつながって

います。 

0歳児 もも組 
 

『これはなんだろう？』 
 

保育園の環境に慣れてきて、玩具に手を伸ばしてみたり、音を鳴らして

みたりする姿が見られるようになってきました。 

振ったら音が鳴る！ 

これは。何かな… 


